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【手続補正書】
【提出日】令和3年6月15日(2021.6.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　外部に光を放射する発光面となる第一主面と、前記第一主面の反対側の面であって凹部
を備える第二主面とを有し、前記凹部が、実質的な平坦な面からなり前記凹部の開口部の
大きさよりも小さい底面と、前記底面側に設けられ前記凹部の外側に向かって凸の湾曲面
または前記開口部に向かって傾斜した平面を少なくとも有する側面と、を含む透光性の導
光板と、
　発光素子を含み、接合部材を介して前記凹部の底面に固着された発光体と、
　前記発光素子の電極に形成された配線と、
を備えた発光モジュール。
【請求項２】
　前記側面は、垂直な面を含む、請求項１に記載の発光モジュール。
【請求項３】
　前記発光体が、発光素子と、前記発光素子の主発光面を覆う透光性部材を有する、請求
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項１又は２に記載の発光モジュール。
【請求項４】
　前記凹部の開口部の内形が、前記透光性部材の外形よりも大きい、請求項３に記載の発
光モジュール。
【請求項５】
　前記透光性部材は、波長変換部材を含む、請求項３又は４に記載の発光モジュール。
【請求項６】
　接合部材が、波長変換部材を含む、請求項１～５のいずれか一項に記載の発光モジュー
ル。
【請求項７】
　前記発光体は、前記発光素子の側面を覆う第一光反射性部材を有する、請求項１～６の
いずれか一項に記載の発光モジュール。
【請求項８】
　前記配線は、前記第一光反射性部材を被覆する、請求項７に記載の発光モジュール。
【請求項９】
　前記導光板の前記第二主面および前記発光体を被覆する、第二光反射性部材を有する、
請求項１～８のいずれか一項に記載の発光モジュール。
【請求項１０】
　前記配線は、前記第二光反射性部材を被覆する、請求項９に記載の発光モジュール。
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